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1. はじめに 著者らの属する研究グループは，有明海北岸

低平地の有明海沿岸道路・大川佐賀道路における地盤調査結

果に基づいて，当地の地盤工学的性質の解明を進めてきてい

る 1)．本報では，まず当地における乱さない完新世砂層の密

度特性について検討する．次に，更新統の地域的性質につい

て検討した結果を述べる． 

2. 調査の位置および結果の一例 図-1に，本報の検討に用

いたボーリングの調査位置を示す．後述する検討の便宜上，

筑後川から嘉瀬川にかけてNo.1からNo.27の番号を付すこと

にする．図-2に，当地で最も深く掘削された No.27の土

性図を示す．下位から更新統かつ非海成の川副層 dK，同

様に非海成の中原層下部 dN2，中原層上部 dN1，非海成

の阿蘇-4火砕流堆積物 dAso-4，非海成の三田川層 dMの

ように区分され，これら更新統の上位に完新統かつ非海

成の蓮池層下部 aHl，海成の有明粘土層 aAcおよび非海成

の蓮池層上部 aHu が重なる．自然含水比 wn，液性限界

wLおよび塑性限界 wpからなるコンシステンシー特性の

観点から，更新統全体として wnは wLと wpの間にあり，

液性指数 ILは 1を下回っているが，完新統では同値を上

回っている．圧縮指数 Ccについて，更新統では全体的に

1 を下回るが，川副層 dK との深部にも関わらず Ccの値

が 2 を超える事実が注目される．完新統における同値は

1 を上回っていることから，前述の検討とともに典型的

な高鋭敏性・高圧縮性の地盤といえる． 

3. 完新世砂層の密度特性に関

する検討 本報の対象とした地

域では，完新統に 2層の砂層が

含まれ，浅部のそれは As1 層と

呼ばれ，深部のそれは As2 層と

呼ばれてきている 2)．前者は地

点によって厚く現れることがあ

り，後者は地点によらず 1m 程

度の層厚を保ち，水平連続性に

富む 3)．有明海沿岸道路の建設

に際しては，完新統の間に分布

するこれらの砂層が液状化を引 表-1 湿潤密度試験の一覧 

図-2 ボーリングの調査位置 

図-1 ボーリング No.27の土性図 



き起こすことが懸念されているため，凍結法により乱さない状態で砂供試体が採取され，土質試験に供され

ている 4)．当該砂供試体を用いた湿潤密度試験の一覧を表-1に示す．参考のために，柱状図情報および NEXCO

によって公表されている値 5)を併記している．実測値の中には，砂層とはいえ 1.5g/cm3を下回る値が認めら

れる．実測値と NEXCO値の比は 0.88から 1.07の範囲を示す結果を得た． 

4. 更新統の地域的性質に関する検討 図-3 に，wn と Cc

の関係を示す．まず，図中に示す地域区分は地盤調査の際

に便宜的に区分されたものを踏襲している．白色のドット

（（更）と表示）群で示される更新統の結果について，値の

分布は完新統との間で大きな変化を示さず，wnは 100%を

下回りながらも 2.5以上の高い Ccを示すものまで認められ

る．更新統の地域的性質を定性的に把握するために，30%

≦wn≦190%および 0.3≦Cc≦2.8 を目安に各地域区分ごと

の相関関係を求めた結果，諸富～川副（〇）で最も高い圧

縮性を示す傾向にあるのを始め，本庄～西与賀（□），川副

～本庄（△）の順で圧縮性が低まる傾向がうかがえる．図

-4 に，ILと Ccの関係を示す．同図における ILと Ccの相関

関係もそれぞれ 0.1≦IL≦1 および 0.3≦Cc≦2.8 を目安に求

めている．検討の結果，本庄～西与賀（□）で最も高い鋭

敏性・圧縮性を示すのを始め，諸富～川副（○），川副～本

庄（△）の順で同性質が低まる傾向がうかがえる．特に，

本庄～西与賀（□）では IL が 1 を下回る範囲で更新統の

Ccがプロットされても，2.5以上の高い Ccの値を示す更新

統の ILは 1に近いことが注目される．著者らの一部は先に，

ILが卓越する粘性土の e-log p曲線は逆 S字の傾向を示すこ

とを指摘している 6)．また，Igaya et al.は，本報の検討の対

象とした地域の近傍における実証盛土試験の挙動解明を進

める中で，更新統に属する粘性土層も沈下層となることを

初めて明らかにしている 7)．これらの既往の知見に基づけ

ば，本報の対象とした地域の地盤においても，特に更新統

に属する粘性土層の沈下・変形挙動に慎重を喫するのがよ

い． 

5. おわりに 本報で得られた知見を要約すると，次のと

おりである：1) 乱さない完新世砂層の湿潤密度が実測され

た結果，1.5g/cm3を下回る値が確認された．実測値と NEXCO値の比較の結果，両者の比は 0.88から 1.07の

範囲を示す結果を得た；2) 本報の検討の対象とした地域における更新統の鋭敏性・圧縮性は両端で卓越し，

中間で低まっている傾向を得た． 
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図-3 自然含水比と圧縮指数の関係 

図-4 液性指数と圧縮指数の関係 
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